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大正・昭和期の告知義務論  













・ ・ ・ ・
エーレンベルクも，告知義務の法的性質（Rechtsnatur）の問題についてこのように述べて
いるのであり（vgl. Victor Ehrenberg,“Die Anzeigepflicht des Versicherungsnehmers bei Abschlu 
des Versicherungsvertrags”, ZVersWiss１９２５, S.３６９），実際にこの問題については，現在にお
いてもなお見解が分かれているところであるが，この言は，本稿において取り扱う告知義























































































































・ ・ ・ ・
トラリアと同様に「約定保険料の高額保険料に対する割合」で行われている。「高額保険
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
料と約定保険料との差額の高額保険料に対する割合」では，上述のような不合理が生じる
・ ・ ・ ・ ・ ・
可能性があるので，比例的減額を行うのであれば，それは諸外国と同様に「約定保険料の






























・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
る黙秘または不実告知以外の場合には保険料の増額または 補額の減額の方法で契約を有
効に存続させるような方法が考えられる。これによって，保険契約者を保護すると同時に，
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
他の保険契約者に対する関係においても衡平を維持することができる（圏点筆者）」と述
べられている（『例解 保険法・海商法』有信堂，１９６４年，５７－５８頁）。


































り，イギリスにおけるそれは開示義務（the duty of disclosure）と称されるが，
何故に保険契約者ないし被保険者にこの開示義務が課せられるのか，という問
いに対しては，同国の保険法学者は，それは単に保険契約が最大善意の契約（a
















５）加藤由作「英国海上保険法に於ける Principle of ejusdem generisの発生理由」『喜寿記念
加藤由作博士論文集』喜寿記念加藤由作博士論文集刊行会，１９７０年，１０４頁。
６）Robert Merkin ed., Colinvaux’s Law of Insurance，７th ed., London，１９９７，par．５－０１，Julian Hill
ed., O’may on Marine Insurance, London，１９９３，pp．３５－３６，Nicholas Legh-Jones et al. eds.,
MacGillivray on Insurance Law，１０th ed., London，２００３，par．１７－２，John Birds and Norma J.
Hird, Birds’ Modern Insurance Law，５th ed., London，２００１，p．１０１，Howard Bennett, The Law of
Marine Insurance, New York，１９９６，p．４４，etc．イギリス保険契約法における最大善意の原
則については，かつて私はその生成の過程の粗描を試みた。拙稿「最大善意の原則の生成
（一）・（二・完）」『松山大学論集』第１４巻第２号，１０３頁，同第３号，５３頁を参照されたい。
































１．射倖説（Theorie der aleatorischen Natur）







































































































































































































３２）H. Roelli, Entwurf zu einem schweizerischen Bundesgesetze über den Versicherungsvertrag mit
den Motiven, Leipzig，１８９６．
























































３８）Roelli, a. a. O., S,５１－５２．


































































































２６０ 松山大学論集 第１６巻 第１号
